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 ３月１２日、暖かい日差しが降り注ぎ、吹く風も爽やかに春の気配を感じさせる１日となりました。子供た

ちもこの陽気に誘われるように、中には半袖になり、校庭で元気に遊ぶ姿が見られました。 

 冬の間も外で遊ぶ「ぬまっこ」でしたが、やはり春を待っていたかのように、子供たちの元気のよい声が校

庭に一層響いていました。 

 ６年生は間もなく卒業です。中学校に進学すると休み時間に校庭で遊ぶ機会も少なくなると思うので、今の

うちに存分に遊んで、小学校の思い出を作ってほしいと思います。 


